
こころの医療センター

〈診療科目〉
〈診療時間〉

精神科、心療内科、内科、歯科
診察科目 診察時間曜日

精神科
心療内科
内科

歯科

月～水
・
金

午前   9:00～12:00
午後 13:00～17:00
（※初診の受付は16:30まで）

〒762-0023 香川県坂出市加茂町963番地
TEL：（0877）48-2700　FAX：（0877）48-2886
http://www.goshikidai.or.jp/

デイ・ナイト・ケア ファミーユ
デイ・ナイト・ケア プルミエ
カフェプルミエ
デイ・ナイト・ケア オリバ

T 0072-84）7780（LE
7883-84）7780（LET
3004-95）7780（LET
0072-84）7780（LET

訪問看護ステーション Gステーション
事業所内保育園 オリーブガーデン

T 1600-84）7780（LE
0334-95）7780（LET

月～土 午前   9:00～12:30
午後 13:30～17:30

木・土 午前  
午後休診 
9:00～12:00

こころの医療センター 五色台院内施設

医療法人社団五色会関連施設

五色台クリニック
香川県高松市寿町1丁目1-5（協豊第二ビル2F）

坂出メンタルクリニック
精神科デイ・ケア  コラゾン
重度認知症デイ・ケア  サンテ
香川県坂出市駒止町1丁目3番5号（ライフスクエア坂出内2F・3Ｆ）

T 1132-228）780（LE

2767-54）7780（LET

サテライトクリニック

T 0023-65）7780（LE
1182-84）7780（LET

7654-95）7780（LET

社会復帰施設

こころの医療センター 五色台 広報誌 every smile2018年8月号　発行日：2018年8月1日　発行所：中讃地域生活支援センター　発行人：佐藤 仁
編集者：every smile編集委員会［土井勇人（介護老人保健施設五色台）　竹内望美・安西博章（こころの医療センター 五色台）　金子千恵（中讃地域生活支援センター）］
※every smileを発送いたします。必要な方は、こころの医療センター 五色台までご連絡下さい。

中讃地域生活支援センター
精神障害者グループホーム 五色台
香川県坂出市加茂町700番地13

就労継続支援施設B型 ドリームワークス

高齢者施設

やすらぎホームさぬきのくに
香川県坂出市加茂町120番地1

T 5303-65）7780（LE

介護老人保健施設 五色台
グループホームたまもよし
香川県坂出市加茂町194番地1

指定居宅介護支援事業所五色台
（介護老人保健施設五色台内1F）

T 0033-84）7780（LE

T 0133-84）7780（LE
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[こころの医療センター 五色台広報誌●エブリィスマイル ]
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介護老人保健施設 五色台
指定居宅介護支援事業所 五色台

グループホーム
たまもよし

介護付有料老人ホーム
やすらぎホームさぬきのくに中讃地域生活支援センター

精神障害者グループホーム
五色台

デイナイトケア
プルミエ

カフェ プルミエ

デイナイトケア
ファミーユ／オリバ

訪問看護ステーション Gステーション
就労継続支援施設B型 ドリームワークス
事業所内保育園 オリーブガーデン

こころの医療センター

五色台

カフェプルミエ 7 周年記念コンサート

※詳しくは、 検 索こころの医療センター　五色台  カフェプルミエ

Cafe
Premier
カフェプルミエ

　6月19日「香川ささやか
とどけ隊」による7周年記
念コンサートを開催しまし
た。ランチコンサートと
ティーコンサートの2部構
成で、120名を越すお客様
と一緒に楽しく7周年をお
祝いしました。



こころの

健 康 展

　6 月 9・10 日に広島県びんご運動公園で第 18 回全国障害者スポーツ大会（精神障害者の部）バレーボー
ル競技中国・四国ブロック予選が行われ、香川県代表として当院が参加し、準決勝進出をかけ鳥取県代表と
対戦しました。全てのセットにおいて中盤までは互角の展開で、若手選手がレシーブに奮闘し、ベテランがいぶ
し銀の技術で繋ぎ、エースがスパイクを決めるチームの勝ちパターンが決まっていましたが、サーブミスが多く
波に乗り切れず、最後は相手のキャプテンの強烈サーブによる連続得点で突き放され、16-25・15-25 セット
カウント0-2 で敗退してしまいました。
　試合直後は涙するメンバーもいましたが、整列後には早くもメンバー間で、どうやったら勝てるのかを話し
合っていました。「一流の選手はあらゆる努力を払い、速やかに立ち上がろうと努める。並の選手は立ち上がる
のに少しばかり遅く、敗者はいつまでもグラウンドに横たわったままである。挫折を恥じる必要はない。挫折に
よって立ち上がれない事が恥じるべきなのだから」（Darrell Royal’s Letter より）5 年前に初参加した際は
「しゃーない（仕様が無い）」にあふれたチームでしたが、時を経て成長し、うつむく者が誰もいない勝てるチー
ムになりました。
　「忘れ物を取りにきたいから練習させて欲しい。」という言葉を聞いた時は血の温度が 1 度上がるような感
覚でした。秋の県大会を勝ち抜き、再びこの場所で戦えるようメンバーと共に取り組んでいきたいと思います。

　8 月 21 日（火）にプルミエ・オリーブガーデ
ン前にて、夏祭りを開催します。昨年、病院名
がこころの医療センター　五色台に変更になっ
てから初めての夏祭りです。新しい催し物やス
ペシャルゲストの来院も検討するなど、今年も
皆様に楽しんで頂けるよう趣向を凝らした物に
仕上げますので、夏の思い出作りにいかがで
しょうか。

　グループセラピーや心理検査、カウンセリン
グを通して自分自身を知るためのお手伝いを
しています。また、グループホームでは入所し
ている方々の生活のサポートをしています。
　昨年から英会話に通いフィリピンの方に英
語を教えてもらっています。なかなか自分の思
いを伝えることが出来ず、もどかしく感じるこ
とがありますが、いろんな国の方々と話す機会
が持てると思うとわくわくします。

梶浦　麻琴臨床心理士

表 紙 の 人

中四国
ソフトバレー

写真右：新生会病院　和気理事長
左：事務長

老健
七夕会

オリーブガーデン
保育参観日

　老健五色台では、7月4日、七夕を目前に七夕会を入所者・利用者の皆様と賑やかに実施しました。あいにくの雨模
様でしたが、職員による楽しい寸劇や外部ボランティア（げんき会）による踊りで盛り上がりは最高潮！来年もまた賑
やかな七夕会を楽しみにしていますとの願いを込めたご挨拶と盛大な拍手で今年も終了しました。

　オリーブガーデンで初めての保育参観を開催しました。ふれあい遊びで皆
と交流したあと、夏祭りに向けてうちわを製作しました。材料は同じでもひと
りひとりの個性が表現された素敵なうちわが完成しました。給食も親子で一
緒においしくいただき、普段は見れない園での様子を保護者の方に知ってい
ただく良い機会となりました。

　障害者の方が作成した作品
の展示・販売、障害理解を深め
るためのパネル展示を行う恒
例のイベントです。今年も多く
の病院や施設が作品を出展し、
会場を訪れた方々の目を楽し
ませていました。展示作品を作
成した方の中には、「たくさんの
人に作品を見てもらえるよう、
もっと色んな場所で開催され
ればいいな。」と話す方もおり、
このイベントが自己表現の場と
なっていることを感じました。

お知らせ

こころの医療センター
五色台夏祭り

栄光を目指して ～ダレル・ロイヤルの手紙～


